
令和２年度 学校マネジメントシート 

 

【様式】 

  学校名（   紀南高等学校   ） 

１ 目指す姿 

(1)目指す学校像 生徒には希望を 保護者には夢を 地域には信頼を 

(2) 

育みたい 

児童生徒像 

・一人ひとりが自己肯定感・有用感をもち、個々の特性を活かして活躍できる生徒。 

・自らを認め、他者も認める人間関係を構築することができる生徒。 

・地域や社会に主体的に参画し、地域に貢献できる人材。 

ありたい 

教職員像 

・あらゆる教育活動を通じて生徒一人ひとりの自己肯定感・有用感を高めるため、生

徒に寄り添うことができる教職員。 

・育みたい生徒像実現に向け、互いに学び合い、支え合い、学び続けることができる

教職員集団。 

２  現状認識 

(1)学校の価値を 

提供する相手

とそこからの

要求・期待 

【生 徒】学校生活への充実感、満足感、安心感。学力の向上。進路保障。 

【保護者】生徒の進路実現、社会で通用する基礎的な学力とコミュニケーション能力

の育成。安心・安全な学校生活。 

【地 域】地元地域を活性化する人材の育成。地域になくてはならない学校。 

(2)連携する相手

と連携するうえ

での要望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

◎学校運営協議会は学校運営の主体と

して連携する相手との総括的な調整を

行う。 

【同窓会】母校・地域の発展に貢献でき

る生徒の育成。 

【小・中学校】卒業生が生き生きと生活

し、成長する姿が感じられる高校。 

【地域の関係諸機関】さまざまな活動へ

の高校生の参加。 

【学校活性化協議会】中学生に選んでも

らえる学校づくり。 

【ＰＴＡ】生徒支援のためのＰＴＡ活動

活性化。 

◎学校運営協議会は連携する相手に対し、

教育活動への積極的な参画を促す。 

【同窓会】生徒への支援をそれぞれの立場

でサポート。 

【小・中学校】生徒に関しての情報交換や

教員間の交流。 

【地域の関係諸機関】それぞれの立場から

生徒・保護者への支援。 

【学校活性化協議会】中学生に選んでもら

える学校づくりを支援。 

【ＰＴＡ】保護者との架け橋。 

(3)前年度の学校 

関係者評価等 

・コミュニティ・スクールとなった御浜町内の小中学校と連携し、合同研修会等を開

くなど、より良い学校づくり、地域とあゆむ学校づくりを目指して協働してほしい。 

・情報発信については、さらなる工夫が必要。 

・遅刻数の多い生徒が増加している。基本的生活習慣の指導を強化する必要がある。 

・進学を希望する生徒に合わせて、授業や補講などでより高度な内容を行う必要があ

る。 

(4)現状と

課題 

教育 

活動 

・生徒が学んだことをしっかり身に付け、それにより学力が向上するとともに、「学

んだことが役に立つ」「やればできる」という体験をとおして自己肯定感や自己有用

感を高めることが必要である。そのため、教育活動のあらゆる場面で生徒の自己肯定

感・自己有用感を引き出せるよう教職員が授業改善や教育課題に関する研修を積極的

に行ってきた。これらのノウハウを継承・発展していくことが重要である。 

・安心して学校生活を送るために、生徒一人ひとりにあった方法で学校生活が支援で

きるように、生徒の様子等の情報を共有する機会を多く持つようにしてきた。また関

係機関との連携も積極的に行うようにしている。これらのことを基盤として、より多

様化する生徒の実情や環境に対応できるよう組織体制を整えていく必要がある。 

   Ⅰ－１－２ 治山・治水・海岸保全対策の推進 



学校 

運営等 

・目指す学校像をふまえた、生徒へのより丁寧な支援のために、教職員が丁寧な情報

共有をおこなう必要がある。 

・生徒に寄り添い、一人ひとりにあった方法で生徒を支援することは本校の教育活動

の根幹である。このことには大変な労力と時間が必要であり、丁寧になるほどに業務

の負担は増していき、メンタル面を含めた教職員の健康面に大きな影響を及ぼす。教

職員の健康を維持し、やりがいを持って教育活動に臨むことができるよう、業務を見

直し、精選していくことが重要である。 

・一つ一つの活動を確実に充実させることが、中学生に選ばれる学校となることにつ

ながる。教職員間と学校運営協議会の絆を強め、関係機関との対話・連携を密にし、

学校運営の充実を図る必要がある。 

 

 

３  中長期的な重点目標 

教
育
活
動 

１．コミュニティ・スクールの理念を活かし、地域と協働した教育活動を進めます。 

２．生徒が自らの生き方について主体的に意思決定し行動できるように、キャリア教育を充実さ

せます。 

３．生徒が安心して学校生活を送れる環境づくりを進めます。 

学
校
運
営
等 

１．コミュニティ・スクールとして地域と協働し、より信頼される学校づくりを進めます。 

２．積極的に研修を行い、教職員の資質向上に努めます。  

３．質の高い教育を維持しつつ業務改善を推進し、勤務時間の縮減に努め、ワークライフバラン

スのとれた組織を目指します。 

 

４ 本年度の行動計画と評価 
（１）教育活動    

教育活動に関する項目は、児童生徒を対象としたものとするのが望ましい。 
（例）「教育課程・学習指導」「キャリア教育（進路指導）」「生徒指導」「保健管理」など 

    また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。 
  

【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】「※」：定期的に進捗を管理する取組 「◎」：最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

①「コミュ

ニティ・ス

クールの理

念を活か

し、地域と

協働した学

校づくりを

進めま

す。」に資

する行動 

 

 

○各家庭や地域と連携し、生徒の基本的生活習慣等の確立に向

けた様々な支援を行います。 

○「紀南の風」などの学校通信を定期的に発行する。（年３回） 

○ブログ「今日の紀南高等学校」で学校の様子を伝える。（週 1 回

以上） 

○「図書館だより」を年 11回発行し、広報活動に力を入れる 

 

○対話集会等を通じて地域との関わりを深めるとともに、進路意識

の向上につなげる。 

  



②「生徒が

自らの生き

方について

主体的に意

思決定し行

動できるよ

うに、キャ

リア教育を

充実させま

す。」に資

する行動 

 

○授業のユニバーサルデザイン化(80%以上の教員の実施率)など、

生徒の多様性に適応する授業の研究と推進をおこないます。 

○科目選択に対する指導の充実を図るために質問、相談の機会を

設ける。（説明会年 2回、個別面談期間年 2回） 

 

○「主体的、対話的で深い学び」の実現にむけた授業力向上に取り

組む。（通信発行年５回、教員研修２回） 

○進路資料室や総合掲示板などを活用することで、情報収集能力

を育成するとともに、自らのキャリアについて主体的に意思決定し

行動する力を育成する。 

○学校生活全体を通じて、職業観・勤労意欲を育み、進路希望に

応じた情報の提供を行う。 

○地域の保健所や消防署と協力し思春期教育講演会（各学年、年

１回）やＡＥＤ講習会（１年）を行う。 

○図書部において、教科と連携を深めるとともに、進路関係の資料

や郷土資料を充実させる 

  

③「生徒が

安心して学

校生活を送

れる環境づ

くりを進め

ます」に資

する活動 

 

○全校生徒に対し進路指導主事による進路面談を実施し、生徒が

安心して進路決定できる環境を整える。 

○様々な課題をもつ生徒に対して、学校全体で効果的な指導・支

援が行えるよう、教員間で積極的に情報を共有するよう努める。 

○生徒が、いじめや虐待に関する相談をしやすい体制を作る。学期

に１回以上、いじめや学校生活に関するアンケートを実施し、生徒

の実態把握に努める。 

○関係機関等（中学校・児童相談所・教育相談担当・所轄警察署な

ど）との連携を密にする。 

○適切な SNS利用に関する啓発活動を行う。（講演会など） 

○校内施設の利用マナー及びゴミの分別の意識向上のために、保

健委員を中心に啓発活動を行う。 

 

○人権意識の向上を目指し、生徒同士の「つながり」への支援を行

う。また、生徒への人権啓発を推進する。（人権ＬＨＲを各学期１回以

上実施。人権サークルメンバー作成の人権教育通信「リスペクト」を

学期１回発行） 

 

○各学年の課題に応じて、個別面談を実施し（年間3回以上）、学校

生活や進路等について、生徒が相談できる機会を確保する。また、

普段から相談しやすい環境づくりを行う。 

 

 

 



改善課題 

 

 
 
（２）学校運営等 

学校運営等に関する項目は、教職員や施設等を対象としたものとするのが望ましい。 
（例）「組織運営」「研修（資質向上の取組）」「情報提供」「保護者・地域住民等との連携」など 
また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。  

【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】「※」：定期的に進捗を管理する取組 「◎」：最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

①「コミュ

ニティ・ス

クールとし

て地域と協

働し、より

信頼される

学校づくり

を進めま

す。」に資

する活動 

○ＨＰや「紀南の風」などでの情報内容の充実を図り、効果的な広報

活動をめざす 

 

○図書館の地域開放を継続する。また、中学生の職場体験学習の

受け入れを継続する。 

○「紀南地域県立学校における拡大人権教育推進協議会」などの

会議において、本校の人権 LHR を公開し、その内容について交流、

協議を実施する。 

 

○各家庭との情報共有を密にし、連携して生徒の支援を行う。 

  

②「積極的

に研修を行

い、教職員

の資質向上

に努めま

す。」に資

する活動 

○教員の授業力向上にむけた取組の機会を設け、推進する。（通信

発行年５回） 

 

○ＯＪＴ研修の観点から、学年団とともに進路指導業務を行うこと

で、教員の進路指導に関する資質・能力を向上する。 

○特別支援教育に関する研修会を年２回行う。 

○教職員への人権啓発を促進する。（研修会を年２回以上実施。教

職員向け人権教育通信「勁草」を学期１回発行） 

 

○人権教育担当者会議を計画的かつ系統的に行う。（年６回以上

実施） 

  

③「質の高

い教育を維

持しつつ業

務改善を推

進し、勤務

時間の縮減

に努め、ワ

ークライフ

○校務支援システム入力、成績処理や定期考査業務など、様々な

教育活動への円滑かつ適切な支援を行う。 

○共有フォルダ等を活用することで、生徒情報の共有を徹底すると

ともに、効率的に業務を行い勤務時間の縮減に努める。 

○年間計画全体を見直し、行事等の精選・簡素化を進める。 

○教職員が働きやすい環境づくりの考え方を踏まえ、以下の成果

  



バランスの

とれた組織

を目指しま

す。」に資

する活動 

指標・活動指標を目標とし、学校における働き方改革を推進しま

す。 

〈成果指標〉 

・1 人当たりの月平均時間外労働時間 30時間以下の範囲内 

・月 45 時間を超える時間外労働者の延べ人数 ０人 

・年 360 時間を超える時間外労働者の人数 ０人 

・1 人当たりの年間休暇取得日数 ２０日 

〈活動指標〉 

・設定した日の定時に退校できた教職員の割合  ９０％ 

・計画した日に休養日を設定できた部活動の割合 １００％ 

・放課後に開催し 60分以内に終了した会議の割合 ９５％ 

改善課題 

 

 

 

 

 

５ 学校関係者評価 

明らかになった 

改善課題と次へ

の取組方向 

 

 

６ 次年度に向けた改善策 

教育活動につ

いての改善策 

 

学校運営につ

いての改善策 

 

 


